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 [授業の概要・目的]
物理学や化学の考え方は、タンパク質や核酸といった生命の基本的分子から、細胞、個体、集団と
いった幅広いレベルでの生命現象の理解に役立ってきた。この講義では、分子レベルから細胞、個
体レベルで行われている生物物理学的研究について、最先端の研究成果のうちのいくつかを取り上
げて解説する。

 [到達目標]
分子・細胞スケールの生物学に関して、現在行われている研究の代表的なものに触れ、高度な専門
知識を使わずに、生物学研究の最前線を概観できるようになる。

 [授業計画と内容]
主に以下の項目について授業を行う
１．生命とは何か、を考える（3回；担当　高田） 
　　生命とは何か、という根源的な問いに答えるのは難しい。現代的な生物物理
　　学的な観点から、生命を規定する要素を概説する。
２．ゲノムの形と機能制御（2回；担当　西山）
　　生命の設計図であるゲノムは、その情報の正しい発現と、世代を超えた情報
　　伝播が必須である。これらを支える分子的基盤と染色体の機能制御について
　　概説する。
３．タンパク質の立体構造と機能（3回；担当　杤尾）
　　細胞が外界からの信号に応答する際には、様々なタンパク質の相互作用が必要
　　不可欠である。タンパク質間相互作用について、立体構造やタンパク質物性の
　　観点から概説する。
４．神経ネットワークにおける制御機構（3回；担当　川口）
　　脳・神経系がはたらくメカニズムを概説する。分子・細胞レベルの知見と
　　記憶・認知等の高次機能がつながるような説明を心がける。
５．ウイルスの生物学（3回；担当　緒方）
　　地球上に存在する多様なウイルスを、単なる病原体としてではなく、生物進化と
　　生態系の中で不可欠な存在であるとの観点から概説する。

《期末試験》
フィードバック（1回）
コーディネーター：理学研究科教授　高田彰二

生物物理学入門(2)へ続く↓↓↓



生物物理学入門(2)

 [履修要件]
高校で生物、化学あるいは物理を履修している必要はない。

 [成績評価の方法・観点]
出席と参加の状況（25点）と定期試験（75点）により評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
予習は必要ない。講義を聞いて興味をもったことについて、各自復習することが望まれる。

 [その他（オフィスアワー等）]
本講義は各分野のエキスパートが生物物理学の最前線を分かり易く紹介するので、専門的な知識は
必要ない。

 [主要授業科目（学部・学科名）]
理学部


